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髙野 春樹さん

わたしの「１日」
～業界の先輩に聞く～

虎の門病院薬剤部

他職種と連携し薬物療法提供
　虎の門病院の薬剤部で働く髙野春樹
さん。北里大学薬学部を卒業後、2013
年に入職し、今年で８年目を迎える。
血液内科病棟を任され、抗菌薬適正使
用支援チーム（ＡＳＴ）と感染制御チー
ム（ＩＣＴ）にも参加。患者一人ひとり
に適切な薬物療法が行われるよう、医
師や看護師と連携しながらチーム医療
の一員として積極的な提案を行う。病
院薬剤師としての臨床能力を磨きつ
つ、患者や他の医療スタッフとも積極
的にコミュニケーションを取り、医療
現場での問題解決力も養ってきた。
　臨床での仕事、その中でも様々な疾
患に関われる大病院で働きたい――。
髙野さんが望む条件に合致し、選んだ
のが虎の門病院薬剤部だった。
　入職後半年の研修期間を経て、手術
室での麻薬・薬剤の管理などを経験し
た後、入職３年目からは病棟業務を担
うようになった。現在は、年間100件
以上の造血幹細胞移植を行う血液内科
の無菌病棟が担当だ。
　２月のとある１日。８時15分頃に出

勤し、業務の準備をした後、８時半の
始業から業務を開始。この日は臍帯血
移植を実施する患者に服薬指導を行っ
た。
　髙野さんが１日の仕事の中で最も神
経を使うのが薬剤投与前の確認や説明
だ。造血幹細胞移植では大量抗癌剤や
全身放射線照射、免疫抑制剤を使用す
る。副作用や感染の予防のため抗菌薬
や抗真菌薬をはじめとする多くの薬剤
の併用が必須。患者背景に応じて薬剤
の投与量や支持療法の組み合わせにつ
いて確認し、医師と協議を行う。
　患者指導の際には治療に対する理解
を深め、主体的に治療に臨んでもらう
ために、投与スケジュール表を活用し
ている。患者向けに移植の前処置とし
ての抗癌剤の投与、支持療法、感染対
策としての抗菌薬の投与など、各薬剤
の投与目的やいつどのタイミングで治
療を行うかを分かりやすく記載したも
の。虎の門病院では薬剤師が患者目線
に立って作成している。
　患者からは「医師からの説明に加え

て、薬剤師から薬の役割やスケジュー
ルの補足説明があることで、より分か
りやすくて安心できる」と好評だ。
　患者一人ひとりの薬物血中濃度を測
定し、薬効や副作用を正確に把握した
上で用法・用量を調整する「薬物血中
濃度モニタリング」（ＴＤＭ）も重要な
業務だ。10時から11時頃に朝採血し
た患者の測定結果が出てくる。測定結
果や患者の状態をもとに医師と抗菌薬
の投与量を協議し、それぞれの患者に
適した薬物の投与設計を行っている。
　12時過ぎから13時10分まで調剤業
務を行い、午前の業務は終了。
　14時半から15時半にかけて、ＡＳ
Ｔラウンドに参加した。ＡＳＴラウン
ドとは感染症科の医師や薬剤師、感染
対策の看護師、臨床検査技師などが集
まり、患者一人ひとりの症例について
それぞれの立場から抗菌薬の選択や投
与期間などの妥当性を評価するもの。
多い時には十数人のメンバーが参加す
る。血液領域の患者には抗ＭＲＳＡ薬
や幅広い細菌に対応可能な広域抗菌薬
を使用することが多く、髙野さんは患
者一人ひとりの検査値情報や使われる
抗菌薬の種類、投与量、投与期間、投与
目的などをまとめ、症例を提示。今回
のラウンドでも多職種の意見をもと
に、抗菌薬選択や投与期間の変更提案
が行われた。
　その後は病棟業務や翌日に使用する
注射薬の監査、抗癌剤のレジメン作成

などを行い、翌日の患者指導の準備な
どもあり19時過ぎに帰宅した。
　患者の病態に応じて最適な薬物療法
を提供するためには、薬剤師がチーム
医療にどう関わっていくかが課題とな
る。髙野さんは、新たな病棟に異動し
ては、信頼関係の構築に取り組んでき
た。看護師間、医師と患者で交わされ
ている何気ない会話に耳を傾け、患者
への治療で何に困っているのかを考え
るのだという。その上で薬剤師の自分
が関与できる領域を考え、患者の治療
に役立つ提案を行ってきた。
　こうした積極的な行動が実を結んだ
結果、医師からは薬の使い方を相談さ
れるようになった。別の病棟を担当す
る際には、医師や看護師からのねぎら
いと感謝の言葉が寄せられ、そのたび
にチームの一員になれたんだという達
成感を得ることができた。
　中学校から始めた剣道は今も続けて
いる。大学時代は北里大白金キャンパ
スで授業を受けた後、電車で２時間を
掛けて相模原キャンパスでの練習に通
い続けた。剣道には“遠山の目付”とい
う心得がある。“一点にとらわれること
なく、遠くの山を見るように相手の全
体を見る”という対峙方法だが、広い視
野を持って患者に対応していくという
意識へと結びついている。
　今後の目標について「薬剤師さんで
はなく、“薬剤師の髙野さん”と呼ばれ
るようになりたい」と話す髙野さん。
患者や他の医療スタッフと接する中
で、理想の姿に少しずつ近づいている。

髙野さんの１日

  8:15 出勤

  8:30 始業

  9:00 病棟業務(ＴＤＭ）

12:00 調剤業務

13:10 休憩

14:10 抗菌薬ラウンドの準備

14:30 抗菌薬ラウンド

15:30 病棟業務

17:15 翌日の業務準備など

19:00 帰宅
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